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6. 鈴木則宏（シリーズ監修）、髙橋愼一（編集）脳卒中エキスパート：降圧療法を究める．

中外医学社、東京、pp1-185、2020. 

7. 鈴木則宏（編集）：神経診察クローズアップ（第 3版）. 正しい病巣診断のコツ. メ

ディカルビュー社、東京、pp1-300, 2020. 

8. 寺山靖夫：薬物乱用頭痛・慢性連日頭痛 (Medication-overuse Headache and Chronic 

Daily Headache) 、今日の診断指針 第 8版 永井良三（総編集）、医学書院、東京、

pp672-675, 2020. 

 

【2021 年】 

1. 柴田 護、鈴木則宏：片頭痛治療薬．（福井次矢 監修、小松康宏、渡邉裕司、編集）

Pocket Drugs 2021. 医学書院、東京、pp89-93, 2021. 

2. 清水利彦、鈴木則宏：４章 頭痛、太田富雄（原著）、松谷雅生、野崎和彦（編集）脳

神経外科学、第 13版、金芳堂、京都市、pp275-321、2021. 

3. 鈴木則宏（シリーズ監修）、黒田 敏（編集）脳卒中エキスパート：神経保護・神経再

生療法～今後の展望と課題．中外医学社、東京、pp1-211、2021. 

4. 鈴木則宏（編集）：最新ガイドラインに基づく神経疾患 診療指針 2021-‘22．総合医

学社、東京、pp.1-454、2021. 

5. 鈴木則宏、間中信也：Topics 頭痛；頭痛に悩んでいませんか？ In「Newton 別冊 身

近な感染症からがんまで今知りたい病気がよくわかる 病気の科学知識」. p112-117,

（株）ニュートンプレス、東京、pp1-175, 2021. 

6. 鈴木則宏、荒木信夫、宇川義一、桑原 聡、塩川芳昭（編集）Annual Review 神経 2021. 

中外医学社、東京、pp1-376, 2021. 

7. 鈴木則宏：フルートと脳のおはなし. 音楽家のための脳神経生理学入門. 春秋社、東

京、pp1-286、2021. 



8. 山原可奈子、前田哲也、寺山靖夫：Parkinson病（Parkinson’s disease）、歯科医師

のための内科学 千葉俊美、山田浩之（編集）医歯薬出版株式会社、東京 2021、pp256-

260. 

9. 寺山靖夫：脳血管障害 一過性脳虚血発作(TIA). 最新ガイドラインに基づく神経疾患

診療指針 2021-’22. 鈴木則宏（編集）、総合医学社、東京、pp19-24、2021. 

 

 【2022 年】 

1. 柴田 護、鈴木則宏：片頭痛治療薬．（福井次矢 監修、小松康宏、渡邉裕司、編集）

Pocket Drugs 2022. 医学書院、東京、pp92-97, 2022. 

2. 鈴木則宏（総監修）、永田栄一郎、伊藤義彰（編集）最新主要文献とガイドラインでみ

る「脳神経内科学レビュー 2022-‘23」．総合医学社、東京、pp1-433、2022. 

3. 鈴木則宏、荒木信夫、宇川義一、桑原 聡、塩川芳昭（編集）Annual Review 神経 2022. 

中外医学社、東京、pp1-331, 2022 

4. 清水美衣、寺山靖夫：血小板活性化の仕組みと抗血小板薬の役割を正しく理解する. 寺

山靖夫（監修）シスメックス株式会社、神戸、pp1-28、2022. 

5. 寺山靖夫：漢方薬によるフレイル対策の実際 脳卒中回復期における体力低下と漢方薬. 

漢方によるフレイル対策ガイドブック. 乾 明夫（監修）、先端医学社、東京、pp224-

229、2022. 

6. 寺山靖夫：頭痛の漢方治療 暮らしの中の漢方薬 寺山靖夫（監修） クラシエ薬品株

式会社、東京、2022. 

 

 【2023 年】 

1. 柴田 護、鈴木則宏：片頭痛治療薬．（福井次矢 監修、小松康宏、渡邉裕司、編集）

Pocket Drugs 2023. 医学書院、東京、pp94-100, 2023. 

 

 

新聞・雑誌・ラジオ・テレビ: 

【2017 年】 

1. 鈴木則宏： あなたにも潜在!? 脳血管の病気、「発見増加中！未破裂動脈瘤」「無症

候性脳梗塞」「脳梗塞 早期発見のサイン」「もやもや病」、 NHK テキスト きょう

の健康 NHK出版 5：33－49，2017 2017年 5月 1日～4日放送 

 

【2018 年】 

1. 鈴木則宏： なんでも健康相談 脳梗塞発症後、意識が薄れてしまいました、 NHKテ

キスト きょうの健康 NHK出版 10；115，2018 



2. 鈴木則宏： 「脳血管障害」改善・予防の最新対策、 生活シリーズ NHK きょうの健

康 認知症・要介護を予防・改善！ 「脳の病気」最新対策 アルツハイマー病 脳血

管障害 パーキンソン病、主婦と生活社、東京、pp34－68，2018． 

 

【2019 年】 

1. 鈴木則宏： Q&A 特集 あなたの疑問に答えます！ 脳血管の病気、NHK テキスト き

ょうの健康 NHK出版 9：72－75，2019  2019年 9月 4日/11日放送 

2. 鈴木則宏： 「くも膜下出血 これがサイン」、保存版 ライフ Navi、 NHK ウイーク

リーステラ 2019 7／27～8／2 、NHKサービスセンター pp32~33, 2019 

3. 鈴木則宏： 命を守れ！脳の血管“SOS”  「心臓の異変」、「症状がない!? ラクナ

梗塞」、「くも膜下出血 これがサイン」、「もやもや病 最善の対策」、NHK テキス

ト きょうの健康 NHK出版 5:33-49, 2019  2019年 5月 6日～9日放送 

4. 鈴木則宏： アンコール放送 命を守れ！脳の血管“SOS” 「心臓の異変」、「症状が

ない!? ラクナ梗塞」、「くも膜下出血 これがサイン」、「もやもや病 最善の対策」、

NHKテキスト きょうの健康 NHK出版 10:86-93, 2019  2019年 10月 14日～16日

放送 

5. 鈴木則宏、間中信也： 頭痛に悩んでいませんか？ ニュートン別冊 ニュートンムッ

ク 40人の医師・専門家が教える 体と病気の科学知識 新装版 （株）ニュートンプ

レス pp76-81, 2019 

 

【2020 年】 

1. 鈴木則宏： 頭痛のタイプの紹介 頭痛があったら、まず専門医の診察を、生活シリー

ズ 東洋医学でカラダと心をセルフケア！ NHK「東洋医学 ホントのチカラ」制作班

編 主婦と生活社、東京、p54，2020． 

2. 鈴木則宏 脳卒中対策の現状と危険因子 ラジオ NIKKEI ”ドクターサロン“ 64

（4）： 292－295、2020 

3. 鈴木則宏 脳卒中対策の将来展望 ラジオ NIKKEI ”ドクターサロン“ 64（9）： 731

－734、2020 

 

【2021 年】 

1. 鈴木則宏、間中信也： 頭痛に悩んでいませんか？ ニュートン別冊 ニュートンムッ

ク 病気の科学知識 身近な感染症からがんまで 今知りたい病気がよくわかる （株）

ニュートンプレス pp112-117, 2021 

 

 

 



【2022 年】 

1. 鈴木則宏： 知っておきたい脳と神経の病気、 NHK テキスト きょうの健康 NHK 出

版 4；89－99，2022 

 

 

講演・講師： 

【2018 年】 

1. 鈴木則宏 片頭痛の分子病態メカニズム-最近の話題 第 68 回香川神経疾患研究会 

2018年 5月 11日 香川県高松市 

2. 鈴木則宏 脳血管の収縮拡張現象に魅せられて -片頭痛病態解明への道- 第 8 回神

戸神経内科アカデミー 2018年 6月 22日 兵庫県神戸市 

3. 鈴木則宏 内科疾患としての頭痛 ここまで進んだ病態解明と新規治療 第 10回たち

かわ生活習慣病フォーラム 2018年 10月 25 日 東京都立川市 

4. 鈴木則宏 臨床における頭痛診療の重要性 Opening Lecture HMSJ2018 富山県富山市 

5. 鈴木則宏 パーキンソン病患者データベースこうちくとそれに基づく臨床研究 パー

キンソン病車内研修会 大日本住友製薬（株）神奈川県相模原市 

6. 鈴木則宏 知っておきたい頭痛の知識 湘南慶育病院市民公開講座 2018 年 12 月 11

日 神奈川県藤沢市 

7. 鈴木則宏 藤沢市のまちづくりにおける湘南慶育病院の役割 2018 年 11 月 22 日 慶

應義塾大学総合政策学部 東京都港区 

 

【2019 年】 

1. 鈴木則宏 知っておきたい頭痛の知識 ツムラ（株）横浜支店社内勉強会 横浜市港北

区 

2. 鈴木則宏 Closing Remarks 西湘-県央神経ネットワーク 第一三共（株）2019 年 9

月 12日 

3. 鈴木則宏 脳血管の収縮拡張現象に魅せられて -片頭痛病態解明への道- 東京都済

生会中央病院神経内科夏の会 東京都済生会神経内科 東京都港区 2019年 9月 14日 

4. 鈴木則宏 内科疾患としての頭痛-ここまで進んだ病態解明と新規治療 藤沢市内科

医会 藤沢市医師会 2019年 9月 25日 

5. 鈴木則宏 慢性頭痛の診かた 慶應義塾大学医学部三四会 湘南地区・神奈川県西部・

県央支部合同総会 2019年 10月 19日 神奈川県藤沢市 

6. 鈴木則宏 非心原性脳梗塞再発予防の最前線～血圧管理の重要性～ 第 32回湘南脳卒

中研究会 湘南脳卒中研究会・武田薬品（株）2019年 11月 9日 

7. 鈴木則宏 内科疾患としての頭痛-ここまで進んだ病態解明と新規治療 第 207回湘南

神経談話会特別講演会 湘南神経談話会・エーザイ（株） 2019年 11 月 12日 



 

【2020 年】 

1. 鈴木則宏 Opening Remarks 湘南脳卒中フロンティア講演会 第一三共（株）2020年

1月 30日 

2. 寺山靖夫：シンポジウム 24 いつまで治療を続けるのか? 脳血管障害の再発予防の治

療はいつまで継続するのか．第 61回日本神経学会学術大会(ハイブリッド開催)．2020

年 9月 1日 岡山県岡山市． 

 

【2021 年】 

1. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 片頭痛治療講演

会 in Sagamihara 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 4 月 21日 

2. 鈴木則宏 知っておきたい頭痛の知識 アムジェン株式会社社内研修会 2021 年 4 月

24 日 神奈川県相模原市 

3. 鈴木則宏 実践 エムガルティの説明から効果判定まで Migraine Spring Web 

Conference  日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 4月 27 日 

4. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 片頭痛治療講演

会 on web 水戸薬剤師会・射場脇兼薬剤師会・日本イーライリリー(株)・第一三共（株）

2021年 4月 28日 

5. 鈴木則宏 Emgality National Web 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 4

月 27日 

6. 鈴木則宏 Emgality Virtual National Symposium – エムガルティの臨床価値を考える 

日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 5月 27日・28日 

7. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 医療連携を考え

る会（片頭痛）日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 6月 9日 

8. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 片頭痛治療Webセ

ミナー 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 6月 14日 

9. 鈴木則宏 Emgality National Web 片頭痛：病態メカニズムに基づいた治療の時代へ 

日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 6月 15日 

10. 鈴木則宏 脳血管の収縮拡張現象に魅せられて -片頭痛病態解明への道- メディカ

ルワークショップ メディカルアフェアーズ 大塚製薬(株)メディカルアフェアーズ

部 2021年 6月 16日 神奈川県相模原市 

11. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 横浜南西部

Emgality Web Seminar日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021 年 6月 22日 

12. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 茅ヶ崎市内科医

会オンライン学術講演会 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 6月 24日 



13. 鈴木則宏 Opening Remarks 医療従事者のための視神経脊髄炎セミナー in 湘南 中

外製薬(株) 2021年 6月 30日 

14. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 片頭痛治療講演

会 ～これからの片頭痛治療を考える～ 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021

年 7月 9日 

15. 鈴木則宏 頭痛治療 Up to date Clinical Forum for Headache in 大阪 大塚製薬

(株)メディカルアフェアーズ部 2021年 7月 18日 大阪府大阪市 

16. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-抗 CGRP抗体の登場と今後の展望- 第 65回射水市医師

会 Webセミナー 射水市医師会・日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 7月

29 日 

17. 鈴木則宏 三叉神経と CGRP 、そして片頭痛 ～アイモビーグの登場と今後の片頭痛治

療への期待～ Osaka Migraine Free Forum アムジェン(株) 2021年 8月 12日 

18. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 片頭痛治療Webセ

ミナー 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 9月 17日 

19. 鈴木則宏 サイエンスに基づいた片頭痛治療 Ajovy Forum in Tokyo 大塚製薬(株)メ

ディカルアフェアーズ部 2021年 9月 18日 

20. 鈴木則宏 Emgality Expert Web  日本イーライリリー（株） 2021年 9月 22日 

21. 鈴木則宏 変貌する片頭痛治療-アジョビの登場と今後の展望- Monthly AJOVY WEB 

Lecture 大塚製薬(株) 2021年 9月 24日 

22. 鈴木則宏 病態メカニズムに基づいた片頭痛治療 片頭痛診療学術講演会 日本イー

ライリリー(株)・第一三共（株）2021年 10月 1日 

23. 鈴木則宏 片頭痛診療 Update AJOVY 発売記念講演会 大塚製薬（株）2021 年 10 月 4

日 

24. 鈴木則宏 変貌する片頭痛治療-アジョビの登場と今後の展望- 新しい片頭痛治療を

考える会～アジョビ発売記念～ 大塚製薬(株) 2021年 10月 18日 

25. 鈴木則宏 片頭痛治療のパラダイムシフト-アイモビーグの登場と今後の展望- 

Aimobig新発売記念講演会 in奈良 2021年 11月 2日 

26. 鈴木則宏 片頭痛治療のパラダイムシフト-アイモビーグの登場と今後の展望- 新時

代の片頭痛治療を語る会 アムジェン（株）2021年 11月 8日 

27. 鈴木則宏 Opening Remarks  第 2 回湘南パーキンソンカンファレンス 藤沢市医師

会・協和キリン（株） 

28. 鈴木則宏 進化する片頭痛治療-エムガルティの登場と今後の展望- 真壁医師会学術

講演会 真壁医師会・日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 11月 26日 

29. 鈴木則宏 激変する脳卒中をめぐる医療環境～脳卒中・循環器病対策基本法、循環器病

対策推進基本計画、神奈川県循環器病対策推進基本計画～ 第一三共（株）・ユーシー

ビージャパン（株）2021年 12月 2日 



30. 鈴木則宏 病態メカニズムに基づいた片頭痛治療 片頭痛治療 up to date Webセミナ

ー 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2021年 12月 8日 

31. 鈴木則宏 片頭痛治療のパラダイムシフト-アイモビーグの登場と今後の展望- Chiba 

Migraine Free Seminar 2021年 12月 9日 

32. 鈴木則宏 CGRPと片頭痛 神経領域 Web Seminar 大塚製薬(株) 2021 年 12月 10日 

33. 鈴木則宏 変貌する片頭痛治療-アジョビの登場と今後の展望- これからの片頭痛治

療を考える会 大塚製薬(株) 2021年 12月 17 日 

34. 寺山靖夫：高齢者医療を考える 藤沢市医療連携 Meeting 2021 年 3月 5日 神奈川県

藤沢市 

35. 寺山靖夫：神経内科疾患に関する最新の医学的治験 社内研修会 協和キリン（株） 

2021年 3月 18日 神奈川県藤沢市 

36. 寺山靖夫：脳卒中と脂質異常症 社内研修会 興和（株）2021年 3月 24日 神奈川県

横浜市 

37. 寺山靖夫：高齢者パーキンソン病の治療とケア 第 2 回パーキンソン病を考える会 in 

湘南 （Web）小野薬品工業（株）2021年 4月 16日 神奈川県藤沢市 

38. 寺山靖夫：片頭痛治療における発症抑制薬の位置づけ～ガイドラインと実際の治療方針

～ 片頭痛診療 Web セミナー in Fukuyama ～片頭痛への新たなアプローチ～ 第一

三共（株）2021年 4月 22日 広島県福山市 

39. 寺山靖夫：片頭痛治療における発症抑制薬の位置づけ～ガイドラインと実際の治療方針

～ 片頭痛診療 Web セミナー in 湘南 ～片頭痛への新たなアプローチ～ 第一三共

（株）2021年 5月 25日 神奈川県藤沢市 

40. 寺山靖夫：JHS-ELJ e-Contents create Advisory Board Meeting (Web) 日本イーライ

リリー（株）2021年 4月 25日 兵庫県神戸市 

41. 寺山靖夫：脳卒中患者の転倒と人参養栄湯 フレイル漢方薬理研究会 第 21 回世話人

会 クラシエ薬品（株）2021年 6月 4日 東京 

42. 寺山靖夫：片頭痛治療における発症抑制薬の位置づけ～ガイドラインと実際の治療方針

～ いわき市片頭痛WEBセミナー～片頭痛治療の新たな幕開け～ 第一三共(株) 2021

年 6月 7日 福島県いわき市 

43. 寺山靖夫：フレマネズマブ日韓共同第３相臨床試験の結果を基にフレマネズマブの適正

使用情報提供活動について考える 医学アドバイザー会議 フレマネズマブ適正使用協

議会 大塚製薬（株） 2021年 6月 20日 東京 

44. 寺山靖夫：知っておくべき！ 働く世代の片頭痛 大塚製薬プレスセミナー ～片頭痛の

理解促進に向けて～ 大塚製薬（株）2021年 7月 12日 東京 

45. 寺山靖夫：片頭痛と CGRP オンライン社内研修会 大塚製薬（株） 2021年 7月 13日  

神奈川県厚木市 

 



46. 寺山靖夫：片頭痛治療における発症抑制薬の位置づけ 片頭痛地域連携 Web セミナー 

2021年 7月 15日 第一三共（株）神奈川県藤沢市 

47. 寺山靖夫：県央医療圏における脳卒中診療の今後～脳卒中と循環器病克服５ヵ年計画～ 

第一三共（株） 2021 年 8月 25日 神奈川県厚木市 

48. 寺山靖夫：片頭痛と CGRP製剤 片頭痛社内勉強会 アムジェン（株）2021年 8月 26日 

神奈川県横浜市 

49. 寺山靖夫：片頭痛の病態とエムガルティ Emgality National Web 2021 年 9 月 9 日 

第一三共（株） 神奈川県鎌倉市 

50. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 AJOVY Road Show 

in Sapporo (Web開催) 大塚製薬（株） 2021 年 9月 24日 北海道札幌市 

51. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 倉敷エリア アジ

ョビ発売記念講演会 (Web開催) 大塚製薬（株） 2021年 9月 28日 岡山県倉敷市 

52. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 青森県頭痛診療フ

ォーラム～アジョビ発売記念講演会～(Web開催) 大塚製薬（株） 2021年 9月 28日 青

森県弘前市 

53. 寺山靖夫：片頭痛治療における発症抑制薬の位置づけ 片頭痛治療 Web セミナー 第一

三共（株）2021年 10月 12日 神奈川県横浜市 

寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 AJOVY 発売記念講

演会 in MORIOKA 大塚製薬（株）2021年 10月 13日 岩手県盛岡市 

54. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 片頭痛を考える in 

立川 (Web開催) 大塚製薬（株）2021年 10月 18日 神奈川県藤沢市 

55. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 Monthly AJOVY WEB 

Lecture 大塚製薬（株）2021年 10月 27日 神奈川県藤沢市 

56. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 The 6th Brain 

Conference 大塚製薬（株）2021年 11月 16 日 神奈川県横浜市 

57. 寺山靖夫：片頭痛の病態と変貌する片頭痛治療 Migraine Free Seminar in Kanagawa 

アムジェン（株）2021年 11月 17日 神奈川県横浜市 

58. 寺山靖夫：パーキンソン病患者の転倒と人参養栄湯 フレイル漢方薬理研究会 第 22

回世話人会 (Web) クラシエ薬品（株）2021 年 11月 29日 東京 

59. 寺山靖夫：コロナ禍におけるパーキンソン病診療の実際 藤沢市医療連携 Meeting ～

高齢者医療を考える～ 武田薬品工業（株）2021年 12月 3日 神奈川県藤沢 

60. 寺山靖夫：片頭痛の病態とエムガルティ 片頭痛診療のこれからを考える Web Seminar 

第一三共（株）2021 年 12月 8日 東京 

61. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 Women’s Health 

Seminar 大塚製薬（株）2021年 12月 20日 神奈川県藤沢市 

 



【2022 年】 

1. 鈴木則宏 CGRP と片頭痛―エムガルティの登場と片頭痛治療の展望― 頭痛の日 web 

seminar – Time for a New Normal is now!-  第一三共(株) 2022年 2月 22日 

2. 鈴木則宏 変貌する片頭痛治療-アジョビの登場と今後の展望- 第 2 回西濃片頭痛診

療を考える会 西濃医学会・大塚製薬(株) 2022年 4月 11日 

3. 鈴木則宏 片頭痛治療の新たな潮流―フレマネズマブの登場と今後の展望― 片頭痛

診療を考える会 大塚製薬(株) 2022年 4月 21日 

4. 鈴木則宏 変貌する片頭痛治療-アジョビの登場と今後の展望- 第 265 回みなとセミ

ナー～脳神経内科連携セミナー～ 大塚製薬(株) 2022年 5月 26日 

5. 鈴木則宏 片頭痛の診断と進化する治療―こう CGRP薬剤の登場と今後の展望― 神奈

川県保険医協会 第 605 回月例会 日本イーライリリー(株)・第一三共（株）2022 年

6月 16日 

6. 鈴井則宏 片頭痛治療のパラダイムシフト-アイモビーグの登場と今後の展望- 京滋

北陸 Neuro Disease Academia アムジェン(株) 2022年 7月 21日 

7. 鈴木則宏 家族からみた脳神経疾患との付き合い方 パーキンソン病と脳・神経の病

気について知るセミナー in 仙台 脳神経フォーラム・アッヴィ合同会社／日本神経

学会 2022年 8月 11日 

8. 鈴木則宏 CGRP と片頭痛―エムガルティの登場と片頭痛治療の展望― 会津医学会学

術講演会 会津医学会・第一三共(株) 2022年 8月 29日 

9. 鈴木則宏 片頭痛の診断と最新の治療 片頭痛 WEBセミナー in Okinawa 日本イーラ

イリリー(株)・第一三共（株）2022年 10月 18日 

10. 鈴木則宏 片頭痛治療の新たな潮流―フレマネズマブの登場と今後の展望― 

Migraine Expert Meeting 大塚製薬(株) 2022年 11月 10日 

11. 鈴木則宏 脳卒中にならないために 百寿学級（高齢者学級）藤沢市遠藤公民館事業 

藤沢市 2022年 11月 22日 

12. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬エムガルティ 片

頭痛治療講演会 ～これからの片頭痛診療を考える～ 第一三共（株）2022 年 2 月 28

日 青森県弘前市 

13. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬エムガルティ 茅

ヶ崎片頭痛治療セミナー 第一三共（株） 2022年 3月 2日 神奈川県茅ケ崎市 

14. 寺山靖夫：片頭痛の病態と変貌する片頭痛治療 Migraine Free Web Seminar －新た

な治療戦略の追求－ アムジェン（株）2022 年 3月 3日 愛知県名古屋市 

15. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬 ALL 九州 AJOVY 

web seminar 大塚製薬（株）2022年 3月 9日 福岡県福岡市 

 

 



16. 寺山靖夫：これだけは知っておきたい片頭痛の病態と新しい治療薬エムガルティ 岩

手県脳神経内科神経治療ファクトリー 第一三共（株）2022年 3月 11日 岩手県盛岡

市 

17. 寺山靖夫：脳卒中と中性脂肪 社内研修会 興和（株）2022年 4月 19 日 神奈川県藤

沢市 

18. 寺山靖夫：片頭痛診療のパラダイムシフト ～頭痛専門医が片頭痛患者を救う～ 

Aimovig Web Symposium ～アイモビーグをどう使いこなす？～ アムジェン（株）2022

年 5月 25日 神奈川県横浜市 

19. 寺山靖夫：頭痛診療のパラダイムシフトとエムガルティ TOHOKU Headache Frontier 

2022 第一三共（株）2022年 6月 24日 岩手県盛岡市 

20. 寺山靖夫：脳卒中患者の転倒とフレイル フレイル漢方薬理研究会 第 23回世話人会 

(Web) クラシエ薬品（株）2022年 6月 27日 東京 

21. 寺山靖夫：頭痛の新たな治療提案 ～発症抑制薬エムガルティの先にあるもの～ 湘南

地区片頭痛 Webセミナー ～頭痛難民の解消、そして最適な治療を考える～ 第一三共

（株） 

2022年 7月 26日 神奈川県藤沢市 

22. 寺山靖夫：フレイルと人参養栄湯 フレイル漢方薬理研究会 第 24回世話人会 (Web) 

クラシエ薬品（株）2022年 8月 6日 東京 

23. 寺山靖夫：慢性期における脳梗塞の血圧管理 神奈川脳神経科医会 Web Symposium ノ

バルティスファーマ（株） 2022年 8月 18日 神奈川県藤沢市 

24. 寺山靖夫： 第 42 回神奈川脳卒中カンファレンス 進行性脳梗塞の治療とリハビリテ

ーション 2022年 9月 10日 神奈川県横浜市 

25. 寺山靖夫：片頭痛領域における製品戦略 片頭痛領域アドバイザリー会議 第一三共

（株）2022年 10 月 20日 熊本県熊本市 

26. 寺山靖夫：脳梗塞治療におけるトピックス 藤沢脳卒中ネットワークセミナー 田辺

三菱（株）2022年 11月 15日 神奈川県藤沢市 

27. 寺山靖夫：神経疾患と人参養栄湯 フレイル漢方薬理研究会 第 25回世話人会 (Web) 

クラシエ薬品（株）2022年 11月 28日 東京 

 

 

学会発表（特別発言含む）： 

【2019 年】 

1. 寺山靖夫：モーニングセミナー 「日本の頭痛診療・教育」 HMSJ 2019 Matsuyama 2019

年 11月 24日 愛媛県松山市 

 

 



2. Tsuda K, Shimizu M, Natori T, Oi K, Narumi S, Oura K, Kamada A, Yoshida M, 

Ishigaku Y, Maeda T, Terayama Y: Novel Antithrombotic Effects of Dabigatran in 

Patients With NVAF. 2019 American Heart Association Scientific Sessions Meeting. 

Philadelphia, PA. Nov 16-18, 2019. 

3. 大井清貴，清水美衣，名取達德，大浦一雅，鎌田麻美，吉田まき子，津田圭介，寺山靖

夫：NVAF 患者における Dabigatran 服用による PAR-1 の変動について．第 60 回日本神

経学会学術大会．大阪．2019年 5月． 

4. 水野昌宣，鈴木真紗子，寺山靖夫：多発性硬化症におけるフマル酸ジメチルの使用経験．

第 60回日本神経学会学術大会．大阪．2019年 5月． 

5. 工藤雅子，石橋靖宏，米澤久司，下田陽樹，坂田清美，小林誠一郎，小川彰，寺山靖夫：

東日本大震災被害地域の岩手県沿岸における片頭痛リスク因子研究－2012-2017 年の変

遷．第 60回日本神経学会学術大会．大阪．2019年 5月． 

6. 石橋靖宏，工藤雅子，米澤久司，下田陽樹，坂田清美，小林誠一郎，小川彰，寺山靖夫：

東日本大震災被害地域の岩手県沿岸における頭痛リスク因子研究－2012-2017 年の変遷．

第 60回日本神経学会学術大会．大阪．2019年 5月． 

7. 前田哲也，田口啓太，鈴木啓生，高橋健太，岩岡和博，山原可奈子，寺山靖夫：パーキ

ンソン病非運動症状と QOL に関する検討．第 13 回パーキンソン病・運動障害疾患コン

グレス．東京．2019 年 7月． 

8. 鈴木啓生，水野昌宣，前田哲也，寺山靖夫：L-ドパ/カルビドパ水和物配合経腸用液持続

空腸投与に伴う末梢神経障害の 1 例．第 37 回日本神経治療学会学術集会．横浜．2019

年 11月． 

9. 加藤正義，名取達德，水野昌宣，前田哲也，寺山靖夫：Pasteurella感染症を契機に発

症した Guillain-Barre症候群の 1例．第 37 回日本神経治療学会学術集会．横浜．2019

年 11月． 

10. 石塚直樹、工藤雅子、鈴木真紗子、鎌田麻美、寺山靖夫、前田哲也：妊娠中に再燃した

SUNCTの 1例. 第 47回日本頭痛学会総会 2019年 11月 16日 埼玉県浦和市 

 

【2020 年】 

1. 寺山靖夫：シンポジウム 24いつまで治療を続けるのか? 脳血管障害の再発予防の治療

はいつまで継続するのか．第 61 回日本神経学会学術大会(ハイブリッド開催)．2020 年

9月 1日 岡山県岡山市． 

2. 寺山靖夫：特別教育セミナー1 日常診療における DOAC 活用法 先を見据えて．第 39

回日本脳神経超音波学会総会（Web開催）．2020年 12月 8日 福岡県福岡市． 

3. 山本直弥，渡部雅也，若林由羽，丸山祥，松本仁美，木下剛，寺山靖夫，松本崇人，近

藤敏之：新規デバイスを用いた脳卒中片麻痺者の手指使用量の定量的評価．第 57 回日

本リハビリテーション医学会学術集会．京都（ハイブリッド開催），2020年 8月． 



4. 手塚俊樹，長田高志，寺山靖夫，窪田真人，大草翔平，鈴木則宏，久保紳一郎，椎橋元，

中原仁，関守信：パーキンソン病患者を対象とした新型コロナウイルス感染拡大の影響

に関するアンケート（第 1報）．第 61回日本神経学会学術大会．岡山(ハイブリッド開

催)．2020年 8月-9月． 

5. 赤坂博，米澤久司，高橋純子，小原智子，柴田俊秀，鈴木真紗子，石塚直樹，佐藤光信，

工藤雅子，寺山靖夫，前田哲也：外来待ち時間でできるアルツハイマー病の短時間スク

リーニング法 老研式活動能力指標を用いた本人評価と家族評価(第 1 報)．第 35 回日

本老年精神医学会．鳥取（Web開催），2020年 12月． 

6. 高橋純子，米澤久司，小原智子，柴田俊秀，鈴木真紗子，石塚直樹，佐藤光信，工藤雅

子，寺山靖夫，前田哲也：外来待ち時間でできるアルツハイマー病の短時間スクリーニ

ング法 老研式活動能力指標を用いた本人評価と家族評価(第 2 報)．第 35 回日本老年

精神医学会．鳥取（Web開催），2020年 12月． 

 

【2021 年】 

1. 鈴木則宏 特別企画 Calcitonin gene-related peptide(CGRP)と片頭痛 第 49回日本

頭痛学会総会 静岡県静岡市 2021年 11月 20日 

2. 寺山靖夫：イブニングセミナー05 「頭痛の QOL に及ぼす影響とその評価」 第 62 回

日本神経学会学術大会 2021年 5月 21日 京都 

3. 寺山靖夫：シンポジウム４ 頭痛専門医教育の現状と課題 第 49 回日本頭痛学会総会 

2021年 11月 19日 静岡県静岡市 

4. 寺山靖夫：シンポジウム４「頭痛教育将来のために今、何をすべきか」第 49 回日本頭

痛学会総会 (ハイブリッド開催) 2021年 11 月 19日 静岡県静岡市 

5. 津田圭介，*清水美衣，石角陽子，板橋亮，前田哲也，寺山靖夫：Dabigatran における

新たな抗血栓作用に関する検討．第 43回日本血栓止血学会学術集会．2021年 5月．Web

開催． 

6. 手塚俊樹，長田高志，寺山靖夫，窪田真人，大草翔平，鈴木則宏，久保紳一郎，椎橋元，

中原仁，関守信：パーキンソン病患者を対象とした新型コロナウイルス感染拡大の影響

に関するアンケート調査（第 2 報）．第 15 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレ

ス．仙台（ハイブリッド開催）．2021年 7月． 

7. 山本直弥，丸山祥，松本仁美，寺山靖夫，渡部雅也，松本崇斗，近藤敏之：新規デバイ

スを用いた手指使用量の定量的評価 脳卒中右利き右麻痺者、右利き左麻痺者の違いに

着目して．第 58回日本リハビリテーション医学会学術集会．京都(ハイブリッド開催)．

2021年 6月． 

8. 北川泰啓，三枝洋喜，丸山祥，萩原祐，寺山靖夫：当院におけるオンラインリハビリテ

ーションの満足度と運動習慣への影響．第 5 回日本リハビリテーション医学会秋季学術

集会(ハイブリッド開催)．2021年 11月 13日 名古屋. 



司会・座長： 

【2019 年】 

1. 寺山靖夫 片頭痛の鑑別診断 Headache Master School Japan (HMSJ) 2019 Sendai 

2019年 7月 14日 宮城県仙台市 

2. 寺山靖夫 一般口演２ 第 10回日本脳血管・認知症学会総会 (VAS-COG Japan 2019) 

2019年 8月 3日 東京 

3. 寺山靖夫：プレナリーレクチャー10 認知症の危険因子と防御因子 第 38回日本認知

症学会学術集会 2019 年 11月 8日 東京. 

4. 寺山靖夫：教育セミナー１「徹底検証！片頭痛の誘発因子と増悪のメカニズム」第 47

回日本頭痛学会総会 2019年 11月 15日 埼玉県浦和市 

5. 寺山靖夫：頭痛の基礎 HMSJ Japan 2019 2019年 11月 24日 愛媛県松山市 

 

【2020 年】 

1. 寺山靖夫：デジタルポスターセッション神経① 医学生・研修医の日本内科学会ことは

じめ 2020東京 第 117回日本内科学会講演会 2020年 8月 8日 東京 

2. 寺山靖夫：日本脳卒中学会・日本老年医学会合同企画４ 「脳卒中関連のガイドライン

は高齢者に対応しているか」 STROKE2020（Web）2020年 8月 23日 東京 

3. 寺山靖夫：ホットトピックス03 「Dawn of new era: management of migraine headache」

第 61回日本神経学会学術大会 2020年 8月 31日岡山県岡山市 

4. 寺山靖夫：スポンサードセミナー２ 頭痛女子バイブル～COVID-19 編～ HMSJ2020 

(Web) 2020年 11月 28日、29日 埼玉県越谷市 

 

【2021 年】 

1. 寺山靖夫：頭痛知識のクリーンアップ Migraine University on Web in Kanagawa 日

本イーライリリー（株） 2021年 3月 31日 神奈川県中郡大磯町  

2. 寺山靖夫：教育コース 02 片頭痛診療のルネッサンス 第 62回日本神経学会学術大会 

2021年 5月 19日 京都 

3. 寺山靖夫：スポンサードセミナー３ 片頭痛診療の病態生理 HMSJ 2021 Web Spring 

Semester 2021年 6月 5日、6日 島根県松江市 

4. 寺山靖夫：新しい頭痛診療体制 HMSJ 2021 Web Spring Semester 2021年 6月 5日、6

日 島根県松江市 

5. 寺山靖夫：地区推薦講演５「認知レジリエンス(cognitive resilience)のバイオマーカ

―」 第 34回老年期認知症研究会 2021年 6月 5日 東京 

6. 寺山靖夫：Conversations in Motion (CIM) workshop（Web）イーライリリー(株) 2021

年 6月 27日 兵庫県神戸市 



7. 寺山靖夫：転換期の NMOSD 診療 医療従事者のための視神経脊髄炎セミナー in 湘南 

中外製薬（株） 2021年 6月 30日 神奈川県藤沢市 

8. 寺山靖夫：Session 1 AJOVY Forum in Tokyo これから始まる片頭痛治療の新たな道 大

塚製薬（株）2021年 9月 18日 東京 

9. 寺山靖夫：Conversations in Motion (CIM) workshop（Web）イーライリリー(株) 2021

年 10月３日 兵庫県神戸市 

10. 寺山靖夫：メディカルセミナー３「2021年は片頭痛治療の変革の年－抗 CGRP抗体の登

場－」第 31回日本医療薬学会年次会（Web） 2021年 10月 9日 神奈川県藤沢市 

11. 寺山靖夫：片頭痛診断の重要性 AJOVY 発売記念講演会～これからの片頭痛治療を考え

る～（Web開催）大塚製薬（株）2021年 10月 14日 神奈川県横浜市 

12. 寺山靖夫：一般講演 「パーキンソン病に対する運動療法」第 2回湘南パーキンソンカ

ンファレンス 協和キリン（株）2021年 11月 9日 神奈川県藤沢市 

13. 寺山靖夫：災害大国日本における頭痛 HMSJ 2021 Web Autumnal Semester 2021年 11

月 14日 神奈川県藤沢市 

14. 寺山靖夫：スポンサードセミナー３ Conversations in Motion ～Migraine Workshop

～片頭痛に関する医師-患者間コミュニケーション向上のために  HMSJ 2021 Web 

Autumnal Semester 2021年 11月 14日 神奈川県藤沢市 

15. 寺山靖夫：ランチョンセミナー２「片頭痛医療は変わるか？－ガルカネズマブへの期待

－」第 49回日本頭痛学会総会 2021年 11月 19日 静岡県静岡市 

16. 寺山靖夫：教育セミナー１「CGRPだけではない片頭痛の病態」第 49回日本頭痛学会総

会 2021年 11月 19日 静岡県静岡市 

17. 寺山靖夫：Migraine Expert Meeting アムジェン（株）2021年 11月 30日 神奈川県横

浜市 

 

 【2022 年】 

1. 寺山靖夫：特別講演「エクフィナのベストポジションを再考する」 エクフィナ発売 2

周年 Parkinson’s Disease WEBセミナーin 湘南 エーザイ（株） 2022年 3月 23

日 神奈川県藤沢市 

2. 寺山靖夫：「光と AIに関する片頭痛のトピックス」Migraine National Web 第一三共

（株）2022年 4月 20日 神奈川県藤沢市 

3. 寺山靖夫：Session 2 患者さん目線の片頭痛治療 up to date アムジェン（株）2022年

4月 27日 神奈川県横浜市 

4. 寺山靖夫：クロージングリマークス 抗凝固療法と心不全治療について考える ～日常

診療に生かす基礎からの復習～ 日本ベーリンガーインゲルハイム（株）2022年 5月 18

日 神奈川県横浜市 



5. 寺山靖夫：一次性頭痛の治療学② HMSJ 2022 Web: Headache Master School Japan 

2022 Spring Semester 2022年 6月 19日 千葉県市川市 

6. 寺山靖夫：スポンサードワークショップ Conversations in Motion ～Migraine 

Workshop～ 片頭痛に関する医師―患者間コミュニケーション向上のために（Web）2022

年 6月 19日 千葉県市川市 

7. 寺山靖夫：世話人会司会 老年期認知症研究会 第 37回世話人会 日本ケミファ（株）

2022年 7月 23日 東京 

8. 寺山靖夫：「働き盛り・子育て世代の最適解！アジョビ発売 1年で経験したこと」AJOVY 

Forum 2022 1st Anniversary 大塚製薬（株）2022年 9月 2日 東京 

9. 寺山靖夫：一次性頭痛の治療学③ HMSJ 2022 Web: Headache Master School Japan 

2022 Autumnal Semester 2022年 11月 6日 兵庫県神戸市 

10. 寺山靖夫：スポンサードセミナー Conversations in Motion ～Migraine Workshop～ 

片頭痛に関する医師―患者間コミュニケーション向上のために（Web）2022年 11月 6日 

兵庫県神戸市 

11. 寺山靖夫：シンポジウム３「ICT (Information and communication technology)を用い

た頭痛診断はどこまで可能か？」第 50回日本頭痛学会総会 2022年 11 月 25日 東京 

12. 寺山靖夫：ポスター発表 66 地域医療・連携・多職種・家族支援-４ 第 41回日本認知

症学会学術集会 2022年 11月 26日 東京 

13. 寺山靖夫：Conversations in Motion Migraine Workshop (CIM)  第 50 回日本頭痛学会

総会 2022年 11月 26日 東京 

14. 寺山靖夫：特別講演「行動経済学・ナッジ理論から考える医師－患者コミュニケーショ

ン」第 50回日本頭痛学会総会 2022年 11月 26日 東京 

15. 寺山靖夫：超高齢社会における心原性塞栓症の治療戦略 第 2回湘南脳卒中フロンティ

ア講演会（Web開催）第一三共（株）2021年 12月 1日 神奈川県藤沢市 

16. 寺山靖夫：一般講演「MRgFUSによる片側視床破壊術を行った本態性振戦の 10例」 湘

南脳神経内科カンファレンス 協和キリン（株）2022年 12月 6日 神奈川県藤沢市 


